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中性溶液下で水素を発生するMg合金
途中で反応が止まらず、水素のみを発生し続ける合金

概要

水素は持続可能なエネルギー源として注目を集めているが、水の電気分
解や化石燃料の水蒸気改質など、現在行われている水素発生法はどれも
環境負荷が大きい。環境負荷の小さな水素発生法として、金属材を水と反
応させて水素を発生させる「加水分解法」が注目されている。加水分解法は
、酸素を発生させずに水素のみを発生させるため、酸素を分離する工程が必
要なく、爆発の危険性もないことがメリットである。

加水分解法の材料として、Mg単体やMg合金から成る水素発生材が報
告されているが、反応が進むにつれMg(OH)2などの水と反応しない相が形成
され、途中で反応が止まってしまう。このため、既報の水素発生剤は、単位重
量当たりの水素発生量が小さいものがほとんどであった。

本発明は、中性溶液下においても、途中で反応が止まらない水素発生
合金に関するものである。本合金は、途中で反応が止まることなく最後まで水
と反応するため、単位重量当たりの水素発生量が大きい。さらに、本合金は
地球上に大量に存在し、かつ生態系に毒性の無いMg元素と Ca元素の
みから成る。加水分解によって重金属イオンが発生しない水素発生材は極
めて少なく、本合金は場所を問わない利用可能性がある。

応用例

 酸素が発生しない水素ガス製造法
 電池（燃料電池、空気電池、海水電池）の負極材
 酸性溶液を使用しない科学実験教材

知的財産データ 

知財関連番号  ： 特願2022-029835

性能・特徴等

水素1000 Lの生成 → およそ 本合金1.2 kg＋水1.4 Lを消費
※酸素は一切発生しない
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図1 水素発生の様子 図2 反応終了後の残渣
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